
日　時 2025/5/23　19：00～
場　所 女良生活改善センター
出席者 15名

市長、政策統括監、総務部長、企画政策部長、市民部長、産業振興部長、建設部長、
教育次長、防災・危機管理監、地域振興課、地域担当職員

進　行 18:59～19:01　市長あいさつ
19:01～19:02　出席者紹介
19:02～19:33　市政の概要について（市長説明）
19:33～20:17　意見交換
20:17～20:18　閉会あいさつ　市長、地区代表
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■文化財センターについて
文化財センターの草刈りを市からの委託を受けて年３回
実施しているが、イノシシによる掘り起しがひどく苦慮して
いる。ドクターヘリのランデブーポイントとなっていること
からもアスファルト舗装などしてもらえないか。

令和7年度ひみ未来づくりミーティング議事録（女良地区）

質問の内容 回答

■企業誘致について
①企業誘致の具体的な計画はどのようになっているか。
②氷見市を物流の拠点にする考えなどはあるか。
③ひみっ子より北側の宿泊施設には営業をしていない施
設もある。リゾート化など考えられないか。

■産業振興部長
①企業誘致については、市長のトップセールスや職員に
よる企業訪問などを継続して実施している。また、今年度
から女性の雇用促進に繋がる補助金の新設などを行っ
ている。日本ゼオンの工場の増設が決定したが、これは
林前市長、菊地市長のトップセールスの継続によるもの
である。
②氷見ICを中心とした流通拠点を図るため、調査などを
実施している。
③「海越しの立山連峰」の景観や、「長坂の棚田」といっ
た豊かな自然などを生かした事業に取り組んでいただけ
る宿泊施設の誘致に引き続き取り組んでいきたい。

■災害時の避難について
①当集落には災害が発生した場合の避難所となる公民
館がない。土砂災害の時、台風の時などどこに避難すべ
きか優先順位がわからない。
②能登半島地震が発生した際には皆が車で避難をした。
積雪がある場合は、どのように避難したらよいのか。

■防災・危機管理監
①灘浦小学校が指定避難所となっている。地区には自主
防災組織もあるので、優先順位は地区の方で決めていた
だきたい。
②地区や個人単位で積雪がある際に避難経路を確認し
てみてほしい。津波発生の危険がある場合は、車による
渋滞を避けて、徒歩での移動をお願いしたい。

■草刈りについて
一斉清掃の際の草刈りは、ボランティアで地区において
実施しているが、年々参加者が少なくなっている。今後、
さらに参加者が減っていくことが懸念されるがどうしたら
よいか。

■市民部長
市では自走式草刈機の貸し出しや草刈機の借上経費の
補助も行っているので、相談してほしい。

■企画政策部長
引き続き管理をお願いしたい。地元でアスファルト舗装す
る場合は、市の補助制度もあるので検討をお願いした
い。
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■政策統括監
地域コミュニティ維持のための補助金を今年度から設け
た。花苗は海浜植物園で無料配布をしている。ぜひ、集
落外に転出された方も入ってフラワーガーデンを作って
ほしい。姿地区は、虻が島が見えるよい景色があり、サイ
クリングロードの沿線にもなっていることから観光客の方
も楽しめると思う。市でも支援していきたい。

■防犯カメラの設置について
空き家に泥棒が入るなどの事例があり、防犯カメラの設
置をしたいが設置費用はいくらくらいか。

■市民部長
価格については幅がある。市民課で補助を行っているの
で相談してほしい。

■企画政策部長
市の補助は、１／２補助で上限が１０万円。宮田地区の
地域づくり協議会では、市からのおらっちゃ創生支援事
業費補助金を活用し、防犯カメラを設置し、運営費補助
金を維持管理費に充てている。

■結婚について
人口減少が進んでいるが、結婚する人を増やさないとい
けない。市役所の中にも独身の人がいると思う。まずは、
市役所の中から成果がでるようにしないといけないので
はないか。

■市長
努力していきたい。

■地域づくり協議会について
地域づくり協議会が発足して３年経つが人集めに苦慮し
ている。反発の声などもあり、参加者が限られている。何
かいい案はないか。

■企画政策部長
人と人のつながりを維持できるように市としても応援して
いきたい。

■市長
わかめの収穫に参加したが、参加者が多くて驚いた。色
んなことにチャレンジすることで活路が見出せると思う。
市として応援していきたい。

■ドローンの活用について
消防団員の方でドローンの資格を持っている人がいる。
なにか活用できる場面などないか。

■企画政策部長
資格の状況を調べ、その活用について検討していきた
い。

■防災無線について
①先日、防災訓練を実施したが、防災無線が聞き取りづ
らい。
②高齢の方も多いのでLINEなど使えない人もいる。氷見
市独自で土砂災害の場合、津波の場合などサイレンの音
を決めてはどうか。
③防災無線での放送について、声を張って話す部分が聞
き取りづらい。

■防災・危機管理監
①聞こえづらい場所で立ち合いさせていただき、委託業
者と対応を検討したい。聞き取りづらい場合は、LINEや
ケーブルテレビの文字放送で確認してほしい。
②サイレン音については、検討する。
③AIで放送しているが、聞き取りづらい部分について改
善できないか検討する。

■姿地区の空き地について
能登半島地震により５７軒あった世帯数が４０軒となっ
た。今後、転入者も見込めないことから、空き地にフラ
ワーガーデンを作りたい。市から支援などしてもらえる
か。


